
高品質な果実の安定生産

新たな資材や技術の導入による
異常高温への応急的な対策技術の開発

遮光資材の設置による
高温障害の低減

果実袋の上への笠紙の設置
による高温障害の回避

異常高温による影響

着色不良 果粒の軟化・脱粒

縮果症、日射症 日焼けによる黄化

「ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ」

「ﾋﾟｵｰﾈ」

課題名：夏季の異常高温に対応したブドウ栽培技術の開発（令７） 

 

内容：近年は夏季に猛暑日や熱帯夜を記録する日が増加しており、ブドウ栽培に

おいても、着色不良や着色の遅延、日焼け果や生理障害果の発生等が報告

されている。本県においても、夏季の異常高温や強日射の影響と考えられ

る生理障害の発生や果実品質の低下が問題となっており、生産現場からも

対策技術の開発が求められている。そこで、異常高温下での従来の栽培管

理方法を再検証するとともに、新たな資材や技術の導入により、夏季の異

常高温や強日射に対応したブドウ栽培技術の開発を目指す。 
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https://www.pref.okayama.jp/page/853431.html
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/

